
子どもは中耳炎になりやすいとよく言われますが、その理由をご存知でしょう

か？中耳炎とはどのような病気で、どんなときに疑って病院を受診するべき

か、ご紹介します。

お子さんが風邪をひき、鼻水が出ていたと思ったら熱も出て、中耳炎と診断さ

れた経験はありませんか？ウイルスによる風邪で鼻水や痰が長引くと、鼻の

奥やのどにいる細菌やウイルスが、鼻の奥と耳の奥をつなぐ「耳管（じかん）」

を通って、「中耳」というところに入り炎症が起きることを急性中耳炎といいま

す。

保育園や幼稚園などの集団保育が始まるとウイルス感染をおこしやすく、中

にはこの急性中耳炎をくり返してしまうお子さんもいます。

急性中耳炎とは中耳に細菌やウイルスが入り炎症が起きる病気のこと

さらに詳しく聞いてみたい方は、ぜひ小児科オンラインでご相談ください。
新渡戸文化学園の保護者の方は何度でも無料でご利用いただけます。

小児科オンラインのご利用はこちらから

スマホでクリックすると追加できます

   LINEの友だち追加

会員登録に必要な合言葉

※合言葉はサービス案内チラシにて
保護者の方にのみご案内しております

PCでご覧の方は「小児科オンライ
ン」とご検索いただくか右の QRコー
ドをスマートフォンでお読み取りく
ださい。

小児科オンライン通信vol.36

子どもが風邪をひいて鼻水が多いときは急性中耳炎に

要注意！

子どもは大人に比べて急性中耳炎になりやすい

子どもの鼻の奥と中耳につなぐ耳管は、大人より太く、短く、角度が水平に近

いといった特徴があります。そのため鼻の奥やのどから細菌やウイルスが中

耳に侵入しやすく溜まりやすいため、侵入した細菌やウイルスが増えて炎症

を起こします。さらに年齢が低いほど全身、鼻、のどの抵抗力も未熟なので、

より急性中耳炎を起こしやすいでしょう。

家ではこまめに鼻水を出してあげましょう

鼻水が鼻の中にたまっていると、急性中耳炎が起こりやすくなります。自分で

鼻をかむことが難しいお子さんの場合は、お家でも鼻吸い器を使ってこまめ

に鼻水を吸ってあげてください。鼻通りを良くすることが大切です。

お風呂上りや朝起きた時など、鼻水が多く出るようなときには鼻吸いをするこ

とがおすすめです。

こんなしぐさや様子があったら耳鼻科受診をおすすめします

・3日以上続く発熱

・黄色い鼻水

・やたらと不機嫌

・泣き止まない

・耳を触ったり耳の中に指をいれようとする

このような症状がいくつか当てはまる時、耳鼻科で耳を診てもらうと良いで

しょう。

急性中耳炎の場合、症状や鼓膜の状態により抗菌薬を飲むことでよくなるこ

とも多いです。

https://syounika.jp/doctors/12
https://line.me/R/ti/p/%40vox6851h



